
 

 

 

 

 

石西中伝統のダンス 「サクセス」と「カノン」  ～バトンリレー～ 

 4 月 13 日と 14 日に、石西中伝統のダンス 「サクセス」と「カノン」を先輩たちから教えてもらいました。石神井西中学校

で、毎年行われている伝統的な授業です。上級生から下級生への伝統のバトンリレー。先輩たちが、丁寧に、優しく指導を

してくれたおかげで、最後は一年生だけで踊れるようになりました。今後は、運動会やダンス発表会、体育の授業などで踊

っていきます。そして、来年は、新しい後輩達にこの日の先輩方のように頼もしい姿を見せて欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昴学年、全力で頑張っています 

 11 日（月）の週は、中学校の決まりを学級で確認したり、学年や学校全体で集まる時間があったりと、静かに黙って話を

聞く時間が多かったように思います。姿勢正しく話を聞いており、教室移動や休み時間の過ごし方も落ち着いており、新し

い環境で頑張ろうとする意欲が感じることができました。今週から本格的に教科の授業が始まりました。色々な先生から授

業を受けています。どの授業も先生とのやりとりを楽しみながら、集中して取り組むことができています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週の予定 

帰り学活で次の日の予定や持ち物を確認します。STUDY PLANNING NOTE を忘れないようにしよう。 

曜日 内容 

２５（月） ６時間授業 生徒会朝礼（認証式） ①学活 

２６（火） ６時間授業 

２７（水） ５時間授業 ⑤道徳 

２８（木） ４時間授業 13 時 25 分頃下校 午後：保護者会 

２９（金） 昭和の日 祝日 
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昴～ＳＵＢＡＲＵ～ 
すばるとは、「たくさんのものを結んで一つにまとまる」という意味があります。1学年１９３人も一つになろう！ 

青空の下、大きな声で「サクセース！」 

 

朝読書も静かに取り組んでいます 

 



進級作文を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 ひ と こ と 】感想があればご記入いただき、切り取って担任までお願いいたします。 

 

 

 

この用紙でなくてもかまいません。1 年  組           保護者様 掲載（可・不可・匿名希望） 

 中学生になり、一週間がたちました。少しずつ生活に慣れてきて、小学校とのちがいをたくさん感じました。 

 一つ目は、教科書です。今までと比べて厚く、内容も増えていて、授業が難しくなり、より楽しくなるのかなと思いました。

一年間でどんな勉強をするのかワクワクしています。 

 二つ目は、校内での生活です。クラスの仲間が変わり、毎日たくさんの人と話せて楽しいです。また、小学校とちがい、

教科ごとで先生が変わるので、多くの先生と話すことができると思います。授業のふんいきが変わると思うで楽しみです。 

 三つ目は、自分たちだけでやることが増えたことです。今までは、気づいていないことがあったら先生が教えてくれていまし

たが、中学生になると自分たちが気付かないといけないことが増えてきました。そのため、周りを見る力をつけようと思いまし

た。不安が多いけれど、楽しみもとても多いです。本格的に全ての授業が始まると、分からないところがたくさん出てくると思

いますが、先生や二、三年生のみなさんが「たよっていいよ」と言ってくれたので、どんどんたよって、中学校になじんでいこう

と思います。 

 ぼくは、中学生になってがんばりたいことが３つあります。 

 １つ目は、礼儀です。ある日サッカーコーチが自分達に言いました。「礼儀のないやつがフィールドに立つ資格はない」こ

の言葉を聞いて、改めて礼儀の大切さを深く知りました。礼儀とは、学校、家、公園、公共の場ですごく大切なものだと

思います。人の信頼を得るためにもすごく重要なものだと思うのでがんばっていきたいです。 

 ２つ目は、自立です。中学生になり、今まで多くの管理をしてきてくれた親が自分の側をだんだんとはなれていきます。

親がいなくてもできる事を証明し、安心して、はなれられるようにしたいです。 

 ３つ目は、努力です。サッカー選手の名言にこのようなものがあります。「才能有限、努力無限」「人間に上限はない。

だからこそおれがいる」このような名言を聞くと、体がゾクゾクします。人は努力した分、報われるという人がいますが、ぼくは

ちがうと思います。努力しても報われないことなんて、数えきれないほどあります。それでもあきらめずに努力した人が報わ

れると思います。転んでも転んでも立ち上がり続けた人にすばらしい栄光がくるとぼくは信じています。 

 ぼくの目標は、全国優勝、プロサッカー選手になるということ。ぼくは「なりたい」ではなく、「なる」と言い切った。これは自

分への挑戦状であり、決意表明だ。自分の課題はたくさんある。今からやり始めてもおそくはない。これ余裕ではなく、１

一つ一つを大事に努力しろということ。この作文を書いている時も、体がゾクゾクする。可能性は無限大。この決意表明

をぼくは忘れない。そして、いつまでも突き進む。 

西中紹介の様子 

 


